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質問への口答について

拝啓 時下ますますご清祥の段 お慶び申し上げます。平案は格別のご高配を
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回 各

追01 A3-1の 回答では 高レベル廃液とプル トニウム濃縮廃液が沸騰に三るまで 1
日程度 水素濃度が可燃限界濃度の連するまで時間が最も早い撥暑 ま35時間と
ある.一方で今年6月 15日の審査会合における原然資料 46ページでは機器内
蒸発乾固 ("騰 )至1違時間は約 15時間 機器内水素爆発 は 素濃度 8%コ 達)
時間は約 7時間とある.それとの関係について説明臓う.

追Q2 落雷時に再処理工場を制御する施設である制御建屋はどのような状況だつたのが.
保安器は設置 しなくてもいいのか。また 防災盤や火災報知機lul落言で故障したと
問いているbl その対応と対応策はどうなっているのか。

A2 今回落雷により計署故障が発生した建屋には保安器は設置されていなかつたが
制御建屋側には以前より保安器が設置されていた。
なお 火災級知盤 防災盤については建屋間を通信線で取り合っている回路につ
いて保安器を設置することとしている

Al 前回の回答ま 現在のように再処理を■っていない状況で全交流電源喪失を想定
し 2011年に評価を行い国に報告したものをベースにしている.
一方 6月 15日の審査会合で よ 新規制基準の要求事項を踏まえ 再処理を行つ
ている状況で新たに設計上定める条件より厳 しい条件において発生する事故

(,つ3A)を想定し評価したもので説明しているが 本ET価についてはまた審査中で
あることから、前回の回答としては差し控えたもの これらの評価については引き
続き安全審査の中で対応していく

A3 再処理施設の●I雷設計は民間規格 J[AG4608「原子力発電所の耐雷指針1に準拠じ
て設計している.
今回の事象および新規制基準の要求事項 (外部からの衝撃による損傷の時上)を
踏まえ 過去に観測された落雪を改めて調査した上 調査結果の最大言撃電流
21lkAを 参考に設計余裕を考慮し想定曽撃電流を270kAと することとした
もの.

追Q3 再処理工場の最大想定言撃電流を当初 150kAで 設針していたのまなぜか



道Q4 A2-1の 回答で アクティブ試験で425ト ン再処理したときに発生した廃液
の トータル量を確認したい.また その瞭に合まれていたス トロンチウム90の値
を計算値でよいので回答してほしい

A4 試験運転 (アクティブ試験)において発生した高レベル廃液の総量は 施設の運
転管理等に関する当社商業機密情報 (公開制限情報)に該当する情報であり 回答
ま差し控えたい.

また高レベル廃液の成分についても 当社商業機密情報 (公開制限情報)に該当
するl.銀であり 回答ま差し控えたしヽ。
(参考〉
800tの使用済み燃料の再処理により約 i OOO体のガラス固iヒ体が発生する.

以 上


